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開催日及び場所 平成２４年１１月９日（金） １３：３０～

和歌山県自治会館 ２０３会議室

出席委員氏名 田 中 昭 彦（委員長）

濱 田 学 昭（委員長代理）

江 海 康 子

木 下 正 美

松 本 雅 博

審議対象期間 平成２４年７月１日 ～ 平成２４年８月３１日

抽出案件 総件数 ２ 件 議事

○入札及び契約手続の実績状況等の報告

一般競争入札 － 件 ○抽出工事に係る競争参加資格の設定の経緯

等審議

条件付き ２ 件 ○意見交換会

一般競争入札

通常指名競争入札 － 件

随意契約 － 件

委員からの意見・ 意見・質問 回 答

質問、それに対す

る回答 別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による建議 なし

の内容



別紙 Ｎｏ．１

意見・質問 回 答

【条件付き一般競争入札】

○治山激甚災害対策特別緊急事業 （発注機関：東牟婁振興局地域振興部）

１．Ａ委員、Ｂ委員 １．ご指摘を踏まえ、次回以降の資料において記載

この案件は、応札者なしで不成立となっ 方法を改善します。 【事務局回答】

たため、再度公告をして再度入札を行った

結果、応札者１者で成立し、その１者が落

札したという経緯となっている。しかし、

配布された発注経過説明資料ではそのこと

がわからない。記載方法を見直されたい。

２．Ｂ委員 ２．甚大な災害が発生した場合、国から激甚災害に

当該案件発注に先立っての激甚災害指定 指定される。激甚災害に指定された地域における、

も含めた経緯、通常の災害と比較しての特 林野庁所管の事業として当該治山激甚災害対策特別

徴を説明願いたい。 緊急事業がある。この事業は、概ね１０億円以上の

被害が出た地域を対象に実施するもので、災害が起

こった翌年と翌々年度の２箇年で実施する事業とな

る。この現場については２４年度事業として実施す

るものである。国の補助率が２／３と高いのが特徴。

３．Ｂ委員 ３．将来施工部分は治山激甚災害対策特別緊急事業

将来施工予定の箇所もこの事業の対象と での対応ではなく、復旧治山事業等の通常事業での

なるのか。 対応を考えている。

４．Ａ委員 ４．おっしゃるとおり、補助率の面ではそうしたい

通常事業では補助率の点で不利になる。 ところだが、２箇年という制約があり、物理的に不

将来施工部分も含めて一度に事業対象とし 可能。

て採択してもらえないのか。

５．Ｂ委員 ５．建設部の工事では近接の工事と合併して入札す

災害復旧工事の大量発注により、応札者 ることにより金額を増やすといった工夫をしている

が少なく落札率が高い状況にあるが、こう が、地域振興部の工事については合併できる工事が

いう特殊な事業に関しては入札の条件を特 少ないという事情もあり、今回それができなかった

別に緩和するということはないのか。 もの。



別紙 Ｎｏ．２

意見・質問 回 答

６．Ｂ委員 ６．単価改正により軽油の単価が下がったため。

２回目の入札では予定価格が少し減額さ

れているがこれはどういう理由か。

７．Ｂ委員 ７．業者は他の工事を抱えていて応札できないとい

１回目の入札で応札者がなしということ う状況のため、発注時期を少しずらしただけで参加

だが、２回目の入札において何か特別な手 者がある場合も多く、早期発注のため今回はすぐに

立てを行っていれば教えて欲しい。 そのままの条件で再公告した。

８．Ｃ委員 ８．本復旧工事。崩壊している渓流の延長が長いの

これは応急復旧工事なのか本復旧工事な で、下流の方から順次上流に向かって施工していく

のか。 計画となっており、当該工事は一番下流の工事。

９．Ｂ委員 ９．モノレールによる。

資機材はどうやって現場に上げるのか。

１０．Ｄ委員 １０．１１．

応札者が１者しかない理由をどう考える 現場へ行くだけでも大変な山奥で、資機材もモノ

か。 レールで運搬する手間のかかる工事。また、業者と

しては工事ごとに技術者１人を専任配置しなければ

１１．Ａ委員 ならないので、できるだけ高い工事を受注したいが、

業者間で工事ごとに応札する者を１者に 当該工事は予定価格が約４千万円でＡランクの工事

限定して割り振っているというようなこと としては低額。これらのことが（災害復旧工事によ

はないか。 る発注量増加以外の）参加者が少なかった要因とし

て考えられ、応札者を順番に割り振っているという

ような事はないと考える。

１２．Ｅ委員 １２．将来施工箇所については別の進入ルートがあ

この工事でモノレールの設置を行うとす り、モノレールはあくまでこの工事の仮設としてこ

ると、将来施工箇所の入札において、（既に の工事において撤去してしまうため、そのようなこ

モノレールを設置済みの）この工事の受注 とはない。

者が有利になることはないのか。



別紙 Ｎｏ．３

意見・質問 回 答

【条件付き一般競争入札】

○本宮地区砂防工事 （発注機関：西牟婁振興局建設部）

１．Ａ委員 １．はい。集水井の他に、吹付けを行っている法面

管理用道路というのは、集水井を管理す の管理も行う。この法面は非常に大きく、地元の方

るための道路ということか。 に木を育ててもらい植えて行っている。世界遺産の

熊野古道のコアゾーンに入っているので、時間はか

かるが自然の木に戻していく予定。

２．Ａ委員 ２．県が行う。

管理は業者が行うのか。

３．Ｂ委員 ３．はい。ここ大日山の地すべりは、１５０万立方

地すべり工事というのは長期間かかるの メートル程度の土が移動し、平成１５年から対策工

ではないか。 事を行っている。本件工事は一連の対策工事の終盤

の雑工事的なものとなる。

４．砂防工事として特徴的なことは何か。 ４．山中の谷に堰堤を造ったりする工事なので、道

路の近くの現場は少なく、資機材の搬入が難しい工

事が多い。

【意見交換会】

下記について意見交換を行った。

記

１．新公共調達制度の実施状況

２．公共工事動向について

３．高知県官製談合について


